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新成人971人が大人の門出

■平成25年の新成人（人）

地区 人数

迫 279

登米 57

東和 90

中田 174

豊里 76

米山 108

石越 52

南方 96

津山 39

合計 971

■登米市の新成人の推移（人）

年 男 女 合計

平成18年 628 682 1,310

平成 19年 650 618 1,268

平成 20年 633 577 1,210

平成 21年 564 526 1,090

平成 22年 522 525 1,047

平成 23年 515 510 1,025

平成 24年 460 432 892

平成 25年 516 455 971
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を
全
て
一
人
で
解
決
し
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
壁
に
突
き

当
た
る
そ
の
た
び
に
、
私
は
誰
か

に
援
助
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
前
へ
と

進
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

思
い
出
す
た
び
に
、
私
は
恵
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
口
に
は

出
ま
せ
ん
が
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
感
謝
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
は
私
が
誰
か
を
後
押
し
で
き
る

　

本
日
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
成
人
式
を
開
い
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
成
人
一
同
、
感
謝
と
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
生
を
受
け
て
20
年
が
経た

ち

ま
し
た
。
時
間
を
計
算
す
る
と
長

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
随
分

と
駆
け
足
で
過
ぎ
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
20
年
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
や
、
も
う
思
い
出
せ
な

い
些さ

細さ
い

な
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
し
て
今
日
の
成
人
式
を
迎
え

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
成
長
し
、
１
度
目
の

区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
や
友
人
、
こ
れ
を
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
全
て

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
何
度
も
壁
に
突
き
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昔
よ
り
は
心
身
と
も
に
成
長
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
今
後
の
目
標
で
す
。

　

最
後
に
、
私
を
見
守
り
支
え
て

く
れ
た
家
族
、
地
域
の
皆
様
、
共

に
活
動
を
し
て
く
れ
た
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

は
た
ち
の
主
張

の
方
に
は
家
族
が
お
り
、
そ
の
家

族
と
の
生
活
を
望
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
在
宅
介
護
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
支
援
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
介
護
の
仕
事
を

始
め
て
ま
だ
１
年
10
カ
月
で
す

が
、
会
社
の
先
輩
方
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
よ
う
に
勉
強
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
地
の
中
に
、
私
の
父
の
実
家

が
あ
り
ま
す
。
震
災
か
ら
２
日
後

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
言
葉
を

な
く
し
ま
し
た
。
私
が
長
年
見
て

き
た
町
が
ガ
レ
キ
の
山
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
家
は
大
丈
夫
で
し
た

が
、
祖
父
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
、
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
思

い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

今
は
、
と
に
か
く
働
い
て
、
若
者

の
力
で
世
の
中
を
明
る
く
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽

し
い
こ
と
、
大
変
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
も
、
両
親
が
私
た
ち
を
育
て
て

く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
言
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
当
に
こ
こ
ま
で
育
て

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
日
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
日
に
、
御
臨
席
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
御
来
賓
、
御
父
兄
の
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
と
い
う
月
日

は
、
長
い
よ
う
で
短
い
20
年
間
で

し
た
。
こ
の
人
生
の
記
念
す
べ
き

節
目
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

両
親
、
地
域
の
皆
様
、
学
生
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
温

か
く
見
守
ら
れ
、
時
に
は
叱
ら
れ

た
事
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思

い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
、
１
日
で
も
早

く
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
中
田
町
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
職
を
務
め
て

い
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、

入
所
し
て
い
る
方
々
と
会
話
す
る

中
で
、
痛
切
に
感
じ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
介
護
福
祉
の
充
実

を
図
る
う
え
で
、
在
宅
介
護
支
援

を
重
点
的
に
推
進
し
て
ほ
し
い
こ

と
で
す
。
老
人
ホ
ー
ム
は
設
備
が

充
実
し
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
者

藤
井 

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

（
南
方
町
・
大
岳
）

新
成
人　

親
の
思
い

伊
藤 

郁い
く

夫お

さ
ん

（
津
山
町
・
横
山
７
）

太
田 

奈な

み

え
美
恵
さ
ん

（
迫
町
・
大
網
東
）
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第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

（
長
崎
全
共
）
が
昨
年
10
月
25
日

か
ら
29
日
ま
で
長
崎
県
佐
世
保
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
全
共

に
は
、
和
牛
の
改
良
を
競
う
種
牛

の
部
と
肉
質
を
競
う
肉
牛
の
部
の

２
部
門
９
区
分
に
、
全
国
38
道
府

県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
４
８
０
頭
が

出
品
し
ま
し
た
。

　

登
米
市
か
ら
は
宮
城
県
代
表
26

頭
中
13
頭
が
県
代
表
と
し
て
出

品
。
上
位
入
賞
者
が
出
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
出
品
者
の

飼
養
技
術
と
宮
城
県
基
幹
種
雄
牛

「
茂し

げ

洋ひ
ろ

」
号
が
高
い
評
価
を
受
け

た
結
果
と
言
え
ま
す
。
５
年
後
の

平
成
29
年
に
は
宮
城
県
に
お
い
て

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

次
回
５
年
後
に
は

宮
城
県
で
開
催

優
等
賞

５
席
＝
小
野
寺
正ま

さ

人と

（
迫
町
・
菱

の
倉
）

１
等

賞
５
席
＝
佐
々
木
昌ま

さ

典の
り

（
豊
里

町
・
長
根
）、中
川
大だ

い

志し

（
豊
里
町
・

東
二
ツ
屋
）

▼

優
等

賞
６
席
＝
﹇
種
牛
の
部
﹈
千
葉
啓け

い

（
迫
町
・
山
の
内
）、
大
立
目
敏と

し

夫お

（
米
山
町
・
追
土
地
）、
守
屋
慶け

い

市い
ち

（
迫
町
・
大
浦
）、
服
部
泰や

す

啓ひ
ろ

（
豊

里
町
・
庚
申
）﹇
肉
牛
の
部
﹈
千

葉
敏さ

と
る

（
豊
里
町
・
大
曲
）、
佐
瀬

德の
ぼ
り

（
南
方
町
・
柳
沢
）

▼２
等
賞
＝
千
葉
英え

く

し

軍
司
（
中
田

町
・
並
柳
）

▼

１
等

賞
＝
千
葉
正ま

さ

憲の
り

（
登
米
町
・
岡
谷

地
）、
千
葉
敏
（
第
７
区
に
同
じ
）

長
崎
全
共
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）

　

登
米
市
が
中
心
に
な
っ
て
出
品

し
た
今
回
の
「
長
崎
全
共
」
で
は
、

宮
城
県
勢
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
宮
城
県
の
基
幹

種
雄
牛
で
あ
る｢

茂し
げ

洋ひ
ろ
」
の
資
質
が

全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
出
品
し
た
登
米
市
の
生

産
者
を
は
じ
め
和
牛
改
良
組
合
や

育
種
組
合
、
関
係
機
関
の
団
結
力

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

成
績
で
は
上
位
の
宮
崎
、
鹿
児

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
全

共
」
は
、
審
査
の
結
果
が
和
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
各
道
府
県
の
威
信
を

か
け
た
非
常
に
重
要
な
大
会
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
上
位
の
常
連
と
な
っ
て
い

る
九
州
勢
と
の
差
は
、
生
産
頭
数

の
差
が
大
き
い
で
す
ね
。
良
い
牛

を
た
く
さ
ん
保
留
し
て
、
そ
の
中

か
ら
さ
ら
に
良
い
牛
を
選
ぶ
。
市

と
し
て
も
、
今
回
高
い
評
価
を
受

　
「
全
共
」
に
牛
を
出
品
す
る
の

は
10
年
前
に
開
催
さ
れ
た
「
岐
阜

全
共
」
以
来
で
す
。
２
回
目
で
し

た
の
で
落
ち
着
い
て
参
加
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
若
い
人

島
と
い
っ
た
九
州
勢
に
は
一
歩
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
５
年
後
に

開
催
さ
れ
る
「
宮
城
全
共
」
に
向

け
生
産
者
、
関
係
者
に
と
っ
て
も

励
み
に
な
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

け
た
県
基
幹
種
雄
牛
の
「
茂
洋
」

の
子
を
市
内
で
保
留
す
る
取
り
組

み
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

登
米
市
は
全
国
的
に
見
て
も
若
い

後
継
者
が
多
い
の
で
楽
し
み
で
す
。

た
ち
は
相
当
緊
張
し
た
よ
う
で
す

が
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
も
全
国
ト
ッ
プ
の

生
産
者
と
の
交
流
も
で
き
、
大
き

な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
「
雲
の
上
」
だ
っ
た
全

共
の
入
賞
を
果
た
せ
た
の
は
自
信

に
な
り
ま
し
た
。
次
回
５
年
後
に

地
元
で
開
催
さ
れ
る
「
宮
城
全
共
」

に
は
、
後
継
者
の
息
子
（
啓ひ

ろ

克か
つ

さ

ん
）
と
一
緒
に
良
い
牛
を
出
品
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

みやぎ登米農協畜産課

石川 正
まさ

男
お

 課長
市農産園芸畜産課

橘 洋
よう

二
じ

 課長補佐

長崎全共に出品、入賞

千葉 啓
けい

 さん

全共2連覇の宮崎県
関係者招き講演会

全国和牛
能力共進会
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平
成
25
年
の
市
消
防
団
出
初
め

式
が
１
月
13
日
、
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
団
員
、
関

係
者
ら
が
出
席
し
防
火
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
で
は
、
消
防
団
員
約

１
２
０
０
人
が
支
団
ご
と
に
登
米

祝
祭
劇
場
駐
車
場
か
ら
防
災
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
５
０
０
㍍
を
力
強
く

行
進
。
整
列
し
た
団
員
を
前
に
布

施
孝
尚
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

先
頭
に
立
ち
、
市
民
の
厚
い
信
頼

と
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
告
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
市
内
で
発
生
し
た
火
災
件

数
は
54
件
（
建
物
32
件
、
林
野
１

件
、
車
両
３
件
、
そ
の
他
18
件
）

で
、
前
年
比
９
件
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
消
防
団
で
出
初
め
式

2013.2.1
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市
で
は
、
生
物
の
多
様
性
の
保

全
・
再
生
お
よ
び
持
続
可
能
な
利

用
を
図
る
た
め
「
生
物
多
様
性
と

め
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
、

第
１
回
検
討
委
員
会
を
１
月
８
日

に
市
役
所
南
方
庁
舎
で
開
催
し
ま

し
た
。
国
の
生
物
多
様
性
基
本
法

に
基
づ
く
取
り
組
み
で
、
同
戦
略

策
定
に
着
手
し
た
の
は
県
内
で
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
の
委
員
は
、
研
究

者
や
市
内
外
の
企
業
、
団
体
の
関

係
者
14
人
で
す
。
委
員
は
、
布
施

孝
尚
市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を

受
け
、
委
員
長
に
は
東
北
大
大
学

院
生
命
科
学
研
究
科
の
中な

か

静し
ず
か

透
と
お
る

教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
検
討
委

員
会
は
来
年
２
月
頃
ま
で
に
素
案

を
作
成
し
、
平
成
26
年
度
末
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

　

登
米
市
の
郷
土
料
理「
は
っ
と
」

が
勢
ぞ
ろ
い
。「
第
９
回
日
本
一

は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
12

月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
迫
町
の
中
江
中
央
公
園
に

県内初、策定に着手

防犯、交通安全指導隊

は
大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
28
種
類
の
「
は
っ

と
」
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
１
杯
２
０
０
円
か
ら

３
０
０
円
で
販
売
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
お
目
当
て
の
「
は
っ
と
」
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

は
っ
と
を
食
べ
た
来
場
者
の
投

票
で
決
ま
る
「
は
っ
と
大
賞
」
は

「
海
鮮
漁
師
は
っ
と
（
南
三
陸
町
・

松
野
や
）」。
２
位
は
「
ま
い
た
け

油
麩
は
っ
と
（
み
や
ぎ
東
和
開
発

公
社
）」、
３
位
は
「
特
製
鴨
な
ん

カ
レ
ー
は
っ
と
（
大
崎
市
・
チ
ー

ム
の
だ
や
）」
で
し
た
。

大賞に「海鮮漁師はっと」

　

市
で
は
、
美
し
い
水
と
緑
の
も

と
で
野
生
動
植
物
と
共
生
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
「
人
と
野
生

動
植
物
の
共
生
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
11
月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施

行
者
協
議
会
の
助
成
事
業
を
活

用
。
会
場
と
な
っ
た
米
山
町
の
平

筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
「
ユ
ー
ユ
ー

館
」
に
は
、
市
環
境
市
民
会
議
委

員
や
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係

者
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
環
境
省

佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
の
長
田

啓
氏
が
「
農
村
自
然
再
生
と
地
域

お
こ
し
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。

そ
の
後
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学

部
の
伊
藤
房
雄
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

米
山
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

市
で
は
、
市
内
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
み
や

ぎ
生
活
協
同
組
合
と
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
生
協
担
当
者

が
商
品
配
達
で
高
齢
者
宅
を
訪
れ

て
異
変
な
ど
を
感
じ
た
場
合
、
市

に
連
絡
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

見
守
り
の
対
象
と
な
る
の
は
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
。
み
や
ぎ
生
協
が
取
り

扱
う
高
齢
者
世
帯
は
、
市
内
で
約

１
１
０
０
世
帯
に
な
り
ま
す
。

　

１
月
７
日
に
市
役
所
で
協
定
を

締
結
し
た
布
施
孝
尚
市
長
は
「
暮

ら
し
に
根
付
い
た
取
り
組
み
で
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
に

つ
な
が
る
。
大
変
う
れ
し
く
思
う
」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

み
や
ぎ
生
協
と
協
定
締
結

内
海
裕
之
佐
沼
警
察
署
長
、
齊
藤

久
徳
登
米
警
察
署
長
ら
か
ら
服
装

点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
指
導
隊
の
出
初
め
式

で
は
、
鈴
木
隆
彦
隊
長
（
登
米
町
）

ら
隊
員
、
関
係
職
員
約
１
０
０
人

が
出
席
。
隊
長
の
号
令
、
市
長
ら

の
服
装
点
検
を
受
け
、
新
し
い
年

の
交
通
事
故
防
止
活
動
に
向
け
て

士
気
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
防
犯
指
導
隊
、
交

通
安
全
指
導
隊
の
出
初
め
式
が
１

月
12
日
、
中
田
総
合
体
育
館
で
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
指
導
隊
の
出
初
め
式
に
は

須
藤
健
治
隊
長（
中
田
町
）ら
隊
員
、

警
察
関
係
者
、
市
職
員
約
１
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
隊
員
ら
は

体
育
館
内
に
整
列
し
、
布
施
孝
尚

市
長
、
田
口
政
信
市
議
会
議
長
、
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胃がん検診を受けましょう 被災者生活再建支援金の
申請期限が延長になりました
　被害の程度に応じて支給する被災者生活再建支援金

（基礎支援金）は、県内の解体作業などの集中により、

期限内の解体が難しい世帯があることから、次のとおり

申請期限が１年間延長になりました。

　市では、市民一人一人の健康な生活を願い、より多く

の皆さんに、検診を受けてもらうよう事業を推進してい

ます。平成 24年度に胃がん検診を受けていない人を対

象に、検診の機会を設けました。ぜひ、この機会に受診

されますようお知らせします。

2月 24日（日）

午前 7時 30分～ 9時 30分

迫保健センター

35～ 39歳まで 1,000 円、40歳以上は無料

※検診の際には、受診票が必要になりますので、お住ま

　いの総合支所市民課健康づくり係または下記にお申し

　出ください。

市民生活部健康推進課（健康推進係）

☎ 0220（58）2116

　

な
っ
て
い
る
な
ど
）

収
入
が
障
害
年
金
・
遺
族
年

　

金
・
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税

　

所
得
の
み
の
人

※
申
告
書
附
表
は
「
所
得
の
申
告

　

相
談
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）」

　

に
添
付
し
て
い
ま
す
。
必
要
な

　

項
目
を
記
入
し
、
各
申
告
会
場

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
に

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
に
申
告
を
す
る
人
（
青

色
申
告
者
、
会
計
事
務
所
に
依
頼

す
る
人
を
含
む
）
や
、
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

‒

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
で
申
告
す
る
人
は
、
市

役
所
で
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　

申
告
期
間
中
、
各
申
告
会
場
で

１
日
間
の
日
曜
日
の
申
告
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
各

会
場
と
も
、
平
日
と
同
じ
午
前
８

時
45
分
か
ら
11
時
、
午
後
１
時
15

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
日
曜
日
の
申
告
相
談
の

日
程
は
申
告
会
場
ご
と
に
違
い
ま

す
の
で
、「
所
得
の
申
告
相
談
に

つ
い
て
（
ご
案
内
）」
に
あ
る
日

程
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
６
３

☎
☎

　

申
告
相
談
は
、２
月
８
日
（
金
）

か
ら
３
月
15
日
（
金
）（
原
則
と

し
て
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
、
各
町
域
ご
と
に
実
施
し
ま

す
。

　

申
告
日
程
は
各
世
帯
に
配
付
さ

れ
て
い
る
「
所
得
の
申
告
相
談
に

つ
い
て
（
ご
案
内
）」
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
置
き
、
次
に
該
当
す

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

❶
平
成
24
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

人
。
ま
た
給
与
所
得
者
に
つ
い
て

は
次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

勤
務
先
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
交

　

付
さ
れ
て
い
な
い
人

勤
務
先
で
給
与
の
年
末
調
整
が

　

さ
れ
な
か
っ
た
人

給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
や
営

　

業
な
ど
の
各
種
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
、
配
当
所
得
、
雑
所

　

得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

❷
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
書
附
表
の
み
の
提
出
と

な
り
、
附
表
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
入
が
全
く
無
か
っ
た
人
（
他

　

市
町
村
に
い
る
家
族
の
扶
養
に

➡
（変更前）　　　　　　　　　 
平成 25年４月 10日まで    

（変更後）　

　なお加算支援金は、平成 30 年４月 10 日までで変更

はありません。

　忘れずに申請していただきますようお願いします。

　詳細については下記にお問い合わせください。

市民生活部市民生活課（市民総務係）

☎ 0220（58）2118
または各総合支所市民課

仙台・宮城デスティネーションキャンペーンへ向け

❶観光地などで無料お茶サービスや道案内、清掃活
動などを行う❷列車観光バスへの手振り運動（地域住民、児
童・生徒・学生など）を行う❸プロスポーツ公式戦でのボラ
ンティア活動を行う❹観光ボランティアガイド❺その他、自
発的なおもてなし活動やサービス活動を実践しているチーム
で適当と認められるもの※直接的な営利目的の活動（料金に
含まれるサービスなど）は対象外とする。

おおむね５人以上で構成すること。
主な活動内容・チーム名・代表者名を用紙（任

意で構いません）に記入し、チームの写真を持参の上、産業
経済部商工観光課（市役所中田庁舎２階）にお申し込みくだ
さい。その後、県キャンペーン協議会に認定されると県ホー
ムページの掲載や「おもてなし缶バッジ」が配布されます。

３月６日（水）

３月 31 日（日）午前 10 時～午後２時
教育資料館（旧登米高等尋常小学校前庭）
❶おにぎり屋台村　❷伊達な鍋まつり

１区画（2.7 ｍ× 1.8 ｍ予定）１日 2,000 円
▶１日のみ複数部門に出店する場合は部門ごとに出店料が発
生します。

出店は次の条件に適合し、地域に伝わるまたは
オリジナル商品であること。
▶販売商品は、原則として市内産の主原材料を使用して製造
されたものまたは製造もしくは加工の最終工程が市内で行わ
れたものとする。▶地域性のある内容・ネーミングであるこ
と▶市外の出店者については、予約販売できる体制であるこ
と▶４月１日（月）～６月 30 日（日）まで店舗内で販売可
能なこととする。（予約注文でも構いません）

出店者におまかせします。
※その他、詳細については㈳登米市観光物産協会にお問い合
わせください。

４月 27 日（土）～ 29 日（祝）午前 10 時～午後２時
長沼フートピア公園

❶Ｒ i ｃ e １グランプリ ❷登米サンドグランプリ 
❸登米スイーツパラダイス ❹伊達なお土産コンテスト

１区画（2.7 ｍ× 1.8 ｍ予定）１日 2,000 円
▶１日のみ複数部門に出店する場合は部門ごとに出店料が発生
します。▶３日間継続出店・複数部門出店する場合は一律 3,000
円になります。

出店は次の条件に適合し、地域に伝わるまたはオ
リジナル商品であること。▶販売商品は、原則として市内産の
主原材料を使用して製造されたものまたは製造もしくは加工の
最終工程が市内で行われたものとする。▶地域性のある内容・
ネーミングであること▶市外の出店者については、予約販売で
きる体制であること。▶４月 27 日（土）～６月 30 日（日）ま
で店舗内で販売可能なこととする。（予約注文でも構いません）

Rice1 ＝ 500 円以内、サンド＝ 500 円以内、スイー
ツ＝ 300 円以内（既存の商品で上記以外の価格で販売する場合
はハーフサイズなどで販売し対応してください。）

出店に必要な許認可など（仮設営業
許可、検便など）については、出店者の責任で事前に取得して
ください。

出店品の品質や安全性に対する消費
者の関心が高くなっています。「登米の食材」のアピールの一
環として食品衛生法・ＪＡＳ法などに基づく表示や販売を厳守
してください。

▶出店者が各自で準備＝電源、ガス設備、
その他、出店者が必要な機材は出店者責任管理のもと準備して
ください。▶協会で準備＝テーブル１台、パイプ椅子１脚、各
店舗のブース看板、屋内・屋外（テント）のレイアウトは協会
で決定します。

「出店申込書」に必要事項を記入し、（社）登米市
観光物産協会までお申し込みください。

２月 28 日（木）厳守

４月１日（月）～６月 30 日（日）
市内の観光施設、飲食店、宿泊施設、物産販売店
キャンペーン期間中、登米地域の交流人口の拡大と地

域食材の消費拡大、また市内の春の魅力創出を目指すため、ス
タンプラリーを開催します。

２月 15 日（金）

登米市オープニングイベント・登米風土博覧会と
同時開催

出店料 2,000 円 / １日、登録料 1,000 円 / 年（初回出店
者のみ）

出店申込書に必要事項を記入し、郵送またはファ
クシミリでお申し込みください。

２月 28 日（木）
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将
来
医
師
と
し

て
市
立
病
院
な
ど
に
勤
務
し
よ
う

と
す
る
大
学
生

▼
大
学
１
年
〜
３
年
生
（
２
人
程

　

度
、
月
額
20
万
円
以
内
）

▼
大
学
４
年
〜
６
年
生
（
１
人
程

　

度
、
月
額
30
万
円
以
内
）

貸
付
決
定
の
月
か

ら
大
学
卒
業
ま
た
は
大
学
院
課
程

修
了
の
月
ま
で
。
た
だ
し
、
大
学

生
奨
学
金
は
６
年
、
大
学
院
生
奨

学
金
は
４
年
を
限
度
と
し
、
奨
学

金
の
最
長
貸
付
期
間
は
10
年
。

２
人
（
１
人
は
家
族

で
可
、
も
う
１
人
は
別
世
帯
で
独

立
生
計
を
営
む
人
）貸

付
総
額
を

２
４
０
万
円
で
割
っ
た
数
に
相
当

す
る
年
数
（
１
年
未
満
の
と
き
は

１
年
）
と
貸
し
付
け
を
受
け
た
期

間
に
相
当
す
る
年
数
を
比
較
し
、

多
い
方
の
年
数
（
必
要
勤
務
年

数
）
を
市
立
病
院
な
ど
で
勤
務
し

た
場
合
は
、
全
額
償
還
免
除
と
な

り
ま
す
。

医
学
生
奨
学
金

貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

【

２
人

程
度
、
７
６
０
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
（
償

還
免
除
の
制
度
は
な
し
）
と
し
、

医
学
生
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

修
学
一
時
金
貸
付

申
請
書

退
学
な
ど
で
貸
付

目
的
を
達
成
す
る
見
込
み
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
貸
し
付
け
を
停

止
し
、
一
括
償
還
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
書
類
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
貸
付
申
請
書　

②
在
学
証
明
書
（
４
月
入
学
予
定

　

者
は
、
合
格
通
知
書
ま
た
は
入

　

学
通
知
書
の
写
し
。
入
学
後
在

　

学
証
明
書
を
提
出
）　

③
戸
籍
抄
本　

④
在
学
す
る
大
学
・
大
学
院
の
学

　

長
ま
た
は
学
部
長
、
看
護
師
養

　

成
施
設
の
長
な
ど
の
推
薦
調
書

　
（
４
月
入
学
予
定
者
は
不
要
）

将
来
看
護
師
と

し
て
市
立
病
院
（
診
療
所
や
老
人

保
健
施
設
を
含
む
）
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
、
看
護
師
養
成
施
設
に

在
学
す
る
学
生

７
人

程
度

月
額
５
万
円
以
内

貸
付
決
定
の
月
か

ら
、
看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す

る
月
ま
で
（
看
護
師
養
成
施
設
の

修
学
年
数
を
限
度
）

２
人
（
１
人
は
家
族

で
可
、
も
う
１
人
は
別
世
帯
で
独

立
生
計
を
営
む
人
）看

護
師
養
成
施

設
を
卒
業
後
２
年
以
内
に
国
家
資

格
を
取
得
し
、
直
ち
に
市
立
病
院

（
診
療
所
や
老
人
保
健
施
設
を
含

む
）
に
採
用
さ
れ
た
後
、
採
用
さ

れ
た
日
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
奨

学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
期
間

に
相
当
す
る
年
数
を
看
護
師
と
し

て
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
全

額
免
除
と
な
り
ま
す
。

看
護
師
奨
学
金

貸
付
対
象
者
の
う
ち
希
望
者

７
人

程
度
、
20
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
（
償

還
免
除
の
制
度
は
な
し
）
と
し
、

看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

修
学
一
時
金
貸
付

申
請
書

⑤
そ
の
他
、
市
長
が
必
要
と
認
め

　

る
書
類
（
医
学
生
奨
学
金
等
貸

　

付
応
募
理
由
書
、
履
歴
書
、
保

　

証
人
の
印
鑑
証
明
書
な
ど
）

※
様
式
は
医
療
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

　

３
月
１
日

（
金
）
〜
４
月
10
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効　書類

審
査
お
よ
び

面
接
審
査
（
４
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
）

※
日
時
お
よ
び
詳
細
は
別
途
ご
連

　

絡
し
ま
す
。

【申し込み・問い合わせ】　
〒９８７－０５１１　
宮城県登米市迫町佐沼字下田中 25
番地
医療局経営管理部企画総務課
（総務係）
☎０２２０（２１）６８８８

国内の高等学校、専門学校、高等専門学校、
短期大学、大学（大学院を除く）

　　　　　　　　　  

◆ 　最終学年における直近の成績が学年評定 3.5
以上、または成績順位が上位 50％以内に入ってい
ること（スポーツ、芸術などの卓越者、または特に向
学心旺盛で学校長が推薦する場合はこれも考慮する）。
◆ 　市内に３年以上在住し、現に生計の基礎が市
内にある人で、心身ともに健康な人。

大学
50 万円以内　

２人（１人は家族で可、もう 1人は別
生計で独立生計者）

年２回以内、奨学生本人の預金口座に振
り込みます。

無利子、据え置き６カ月、10 年以内均等
償還年賦、半年賦、月賦の中から選択、本人口座から
引き落とし

家計・学力・人物が、基準に合致してい
ること
◆ 　世帯の平成 24 年中の総所得金額が、別表１
に定める基準以下であること。また、別表２の事由
に該当する場合は、別表１の基準額に別表２の特殊
事情算入額を足した額が基準額となります。

　　　　　  

１人
年１回、奨学生本人の預金口座に振り込

みます。
　無利子、据え置き３年以内、10 年以内

均等償還年賦、半年賦、月賦の中から選択、本人口座
から引き落とし

　経済的な理由によって進学に支障をきた
している人（社会人でも可）

◆
　両奨学金とも予算の範囲内
　２月１日（金）～３月 11 日（月）

◇市育英資金および浅野兄妹奨学資金と上杉奨学金の
重複応募はできません。
◇卒業、進学先、就職先を条件とした償還免除制度は
ありません。
◇不登校または奨学生として適当でないと認められた
ときは、奨学金は途中でも廃止し償還していただき
ます。

　奨学生選考委員会で審査し、市教育委員
会で決定します。

　①奨学生願書（様式１号）
　②学校長推薦書（様式２号）
　③健康診断書（学校発行のものでも可）
　④住民票謄本（家族全員分）
　⑤納税証明書（連帯保証人）
　⑥平成 24 年中の家族全員の所得が分かる書類
　　※住民税申告書（写）または確定申告書（写）
　　　給与所得のみの場合は、源泉徴収票（写）
※①と②は市ホームページからダウンロードでき
ます。

区　分 高校生
専門学校生・高等
専門学校生・短大
生・大学生

自宅通学 １万円以内 ４万円以内

自宅通学
以外 ３万円以内 ５万円以内

高等学校
専門学校生
大学

４年以内

高等
専門学校 ５年以内

短大 ２年以内

区　分 基準額

世　

帯　

人　

員

１人 1,780 千円
２人 2,820 千円
３人 3,280 千円
４人 3,550 千円
５人 3,820 千円
６人 4,020 千円
７人 4,220 千円

区　分 事　由 特殊事情算入額

特殊１
世帯内に高校へ
就学している人
がいる場合

770 千円
（一人につき）

特殊２
世帯内に大学・
短大・専門・高
専へ就学してい
る人がいる場合

990 千円
（一人につき）

特殊３
そのほか家計を
ひっぱくする事
由があると認め
られる場合

総所得金額と
基準金額の差
額分※世帯人員が８人以上の場合

は、一人につき 200 千円を
加算する。 ※特殊１・２＝平成 24年４月

☎

医学部、獣医学部など ６年以内

上記以外 ４年以内
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Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

は
火
災
危
険
が
全
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
誤
っ
た

使
用
方
法
な
ど
に
よ
り
温
度
セ

ン
サ
ー
が
作
動
せ
ず
、
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

◉
Ｉ
Ｈ
専
用
の
天
ぷ
ら
鍋
を
使

用
せ
ず
、
底
が
反
り
返
り
変
形

し
て
い
る
鍋
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
接
地
面
が
少
な
く
な
り
温

度
セ
ン
サ
ー
が
正
確
に
作
動
し

な
か
っ
た
。

◉
油
の
量
が
少
な
い
こ
と
で
温

度
が
急
激
に
上
昇
し
、
正
確
な

温
度
が
感
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

◉
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
際
に
、
揚

げ
物
モ
ー
ド
で
油
温
を
調
整
す

る
が
、
加
熱
モ
ー
ド
で
使
用
し

た
こ
と
に
よ
り
温
度
調
節
さ
れ

ず
過
熱
さ
れ
続
け
た
。

◉
鍋
の
位
置
が
加
熱
部
の
中
央

に
置
か
れ
て
い
な
い
た
め
正
確

な
温
度
が
感
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

◉
調
理
器
具
以
外
（
缶
詰
な

ど
）
が
置
か
れ
、
誤
っ
て
電
源

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
し
ま
い
加

熱
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

◉
汚
れ
防
止
シ
ー
ト
を
敷
い
た

こ
と
に
よ
り
温
度
セ
ン
サ
ー
が

正
常
に
作
動
し
な
か
っ
た
。

◉
そ
の
場
を
離
れ
、
温
度
セ
ン

サ
ー
に
よ
り
自
動
停
止
し
て
い

な
い
こ
と
に
気
づ
か
ず
長
時
間

過
熱
さ
れ
続
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
の
で
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
取

扱
説
明
書
に
注
意
事
項
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
再
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
的
に
天
ぷ
ら
油
は
約

３
７
０
度
前
後
（
油
の
種
類
や

量
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
で
火
種
が
な
く
て
も

発
火
し
ま
す
。　

消
防
本
部
予

防
課

☎
０
２
２
０
（
22
）
１
９
０
０

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当りでは、地表から50cm～1mの高さで、0.23マイクロシーベル  　
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ２月21日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、より
正確な情報をお伝えするため、市消防
署および消防署出張所や学校、教育施
設などについて定期的に空間放射線量
を測定し、その結果を市ホームページ
に掲載するとともに、市消防署および
消防署出張所の測定値を毎日メール配
信サービスにて配信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

【問い合わせ】　市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 (58) 5553　
　市消防本部では、平成24年度コミュニティ助成事業助成金（宝くじ助
成）により、地域防災組織育成および市民などの訓練指導を充実させるた
め、訓練用消火器を購入しました。
　皆さん、消火器の取り扱いは大丈夫ですか？いざという時に、慌てるこ
となく使用できるよう訓練をしておきたいものです。自主防災組織、地区
の座談会や個人の訓練などにも訓練用消火器を貸し出しますので、ぜひご
活用ください。

消防署（指導調査係）　☎0220（22）0119 水が出る訓練用消火器を 70 本購入しました

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
施
策
に
反
映
さ
せ
、
き
め
細
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た

め
、町
域
ご
と
に
「
地
域
審
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
旧
町
域
の
区
域

ご
と
に
地
域
審
議
会
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

５
人
以
内
（
旧
町

域
ご
と
）

次
の
①
〜
④
ま
で

の
資
格
を
有
す
る
方

①
応
募
す
る
地
域
審
議
会
の
設
置

　

区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

　

居
住
し
て
い
る
方
で
、
平
成
25

　

年
４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以

　

上
で
、
４
月
１
日
以
降
も
引
き

　

続
き
応
募
す
る
地
域
審
議
会
の

　

設
置
区
域
内
に
居
住
す
る
方

②
登
米
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

　

の
あ
る
方

③
公
共
性
の
観
点
か
ら
意
見
を
述

　

べ
ら
れ
る
方

④
登
米
市
の
職
員
（
特
別
職
の
非

　

常
勤
を
除
く
）
お
よ
び
市
議
会

　

議
員
で
な
い
方

２
年
間
（
平
成
25
年
４

月
１
日
〜
27
年
３
月
31
日
）

▼
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
審
議
・
答
申
す
る
▼
必
要
と
認

め
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
市

長
に
意
見
を
述
べ
る

次
の
事
項
を
記
入

し
た
応
募
申
込
書
と
作
文
を
郵
送

ま
た
は
持
参
に
よ
り
、
各
総
合
支

所
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

別
、
生
年
月
日
▼
職
業
、
勤
務
先

▼
経
歴
（
職
歴
・
学
歴
な
ど
参
考

と
な
る
事
項
）
▼
地
域
で
の
活
動

状
況
▼
応
募
し
た
理
由
※
応
募
申

込
書
は
、
各
総
合
支
所
市
民
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
任
意
の

様
式
で
も
可
。
※
作
文
は
「
登
米

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と

題
し
４
０
０
〜
８
０
０
字
程
度
。

作
文
様
式
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
原
稿
用
紙
な
ど
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

２
月
５
日
（
火
）

〜
25
日
（
月
）
必
着

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

後
日
、
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

当
該
区
域

に
住
所
を
有
す
る
方
で
次
の
①
〜

③
に
該
当
す
る
方
か
ら
支
所
長
が

推
薦
し
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

①
区
長
②
公
共
的
団
体
に
属
す
る

方
③
学
識
経
験
を
有
す
る
方

】
審
議
会
は
、
委
員
15
人

以
内
を
も
っ
て
組
織
し
ま
す
。各

総

合
支
所
市
民
課
（
地
域
係
）

町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森小学校 1月 21日 晴れ 0.10

中田

諏訪公園 1月 23日 晴れ 0.06
森幼稚園 1月 21日 晴れ 0.06 宝江ふれあいセンター 1月 23日 晴れ 0.06
佐沼小学校 1月 21日 晴れ 0.07 浅水ふれあいセンター 1月　9日 雪 0.06
佐沼幼稚園 1月 21日 晴れ 0.07 中田海洋センター 1月　9日 雪 0.05
佐沼中学校 1月 21日 晴れ 0.07 石森ふれあいセンター 1月　9日 雪 0.07
東佐沼幼稚園 1月 21日 晴れ 0.08 中田生涯学習センター 1月　9日 雪 0.07
北方小学校 1月 21日 晴れ 0.05 石ノ森章太郎ふるさと記念館 1月　9日 雪 0.07
北方幼稚園 1月 21日 晴れ 0.07 中田総合体育館 1月 23日 晴れ 0.05 室内
新田小学校・新田中学校 1月 21日 晴れ 0.06

豊里

豊里幼稚園 1月 17日 くもり 0.06
新田幼稚園 1月 21日 晴れ 0.05 豊里小・中学校 1月 17日 くもり 0.06
歴史博物館 1月 21日 晴れ 0.05 豊里公民館 1月 10日 晴れ 0.05
迫公民館 1月 21日 晴れ 0.04 豊里多目的広場 1月 17日 くもり 0.05
市民プール 1月 21日 晴れ 0.07 平筒沼農村文化自然学習館 1月 10日 晴れ 0.07
視聴覚センター 1月 21日 晴れ 0.07 豊里運動公園 1月 17日 くもり 0.07
光ヶ丘球場 1月 21日 晴れ 0.05

米山

米山東幼稚園 1月 18日 晴れ 0.06
梅ノ木グリーンパーク 1月 21日 晴れ 0.05 米山西幼稚園 1月 18日 晴れ 0.08
大東公園 1月　7日 晴れ 0.05 中津山小学校 1月 18日 晴れ 0.05
迫図書館 1月　7日 晴れ 0.06 米山東小学校 1月 18日 晴れ 0.05
迫海洋センター 1月　7日 晴れ 0.06 米岡小学校 1月 18日 晴れ 0.08
新田総合運動場 1月　7日 晴れ 0.06 米山中学校 1月 18日 晴れ 0.05
迫武道館 1月　7日 晴れ 0.07 善王寺コミュニティセンター 1月 18日 晴れ 0.06

登米

登米幼稚園 1月 22日 雨 0.06 吉田公民館 1月 18日 晴れ 0.05
登米小学校 1月 22日 雨 0.07 吉田運動場 1月 18日 晴れ 0.06
登米中学校 1月 22日 雨 0.08 米山公民館 1月 11日 晴れ 0.06
警察資料館 1月 16日 晴れ 0.07 米山海洋センター 1月 11日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 1月 16日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 1月 23日 晴れ 0.08
登米総合運動公園 1月 16日 晴れ 0.06 石越小学校 1月 23日 晴れ 0.07
教育資料館 1月　8日 晴れ 0.08 石越中学校 1月 23日 晴れ 0.05
伝統芸能伝承館 1月 22日 雨 0.07 石越公民館 1月 23日 晴れ 0.07
登米総合体育館 1月 22日 雨 0.06 石越総合運動公園 1月 23日 晴れ 0.08
登米公民館 1月 22日 雨 0.07

南方

西郷幼稚園 1月 17日 くもり 0.06

東和

米谷幼稚園 1月 22日 雨 0.08 西郷小学校 1月 17日 晴れ 0.04
米谷小学校 1月 22日 雨 0.07 東郷幼稚園 1月 17日 くもり 0.07
米川小学校 1月 22日 雨 0.08 東郷小学校 1月 17日 くもり 0.07
錦織小学校 1月 22日 雨 0.07 南方幼稚園 1月 17日 くもり 0.05
東和中学校 1月 22日 雨 0.09 南方小学校 1月 17日 くもり 0.07
米川公民館 1月 16日 晴れ 0.11 南方中学校 1月 17日 くもり 0.06
東和国際交流センター 1月 16日 晴れ 0.09 南方中央運動広場 1月 10日 晴れ 0.08
楼台コミュニティーセンター 12月 18日 晴れ 0.08 南方総合運動場 1月 17日 くもり 0.05
東和総合運動公園 1月 22日 雨 0.06 南方武道伝承館 1月 10日 晴れ 0.06
東和勤労青少年ホーム 1月 22日 雨 0.05 室内 西郷公民館 1月 17日 くもり 0.05

中田

さくら幼稚園 1月 23日 晴れ 0.05 南方公民館 1月 17日 くもり 0.07
中田幼稚園 1月 23日 晴れ 0.06 東郷公民館 1月 17日 くもり 0.06
浅水小学校 1月 23日 晴れ 0.07

津山

つやま幼稚園 1月 18日 晴れ 0.07
宝江小学校 1月 23日 晴れ 0.07 柳津小学校 1月 18日 晴れ 0.07
加賀野小学校 1月 23日 晴れ 0.07 横山小学校 1月 18日 晴れ 0.07
上沼小学校 1月 23日 晴れ 0.08 津山中学校 1月 18日 晴れ 0.07
石森小学校 1月 23日 晴れ 0.07 津山林業総合センター 1月 11日 晴れ 0.06 室内
中田中学校 1月 23日 晴れ 0.07 津山運動広場 1月 11日 晴れ 0.07
中田球場 1月 23日 晴れ 0.05 津山河川運動場 1月 11日 晴れ 0.08

福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
　市では市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定を行いましたの
で、その結果をお知らせします。

測定方法／地上1m（幼稚園・小学校：地上50cm）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当りの放射線量）
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新
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
ボ
ー
ト
の

「
初
漕こ

ぎ
」
が
１
月
５
日
、
長
沼
艇
庫
で
開
催

さ
れ
、
ボ
ー
ト
関
係
者
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
を
塩
と
酒

で
清
め
て
今
年
一
年
の
安
全
祈
願
を
行
い
、
長

沼
で
初
漕
ぎ
を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
氷
点
下
の
気
温
と
強
風
の
た
め

ボ
ー
ト
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

安
全
祈
願
終
了
後
、
お
互
い
に
新
年
の
抱
負
を

語
り
合
い
、
艇
庫
内
で
器
具
を
使
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
み
ま
し
た
。
と
め
漕
艇
協
会
の
湊

敬け
い

一い
ち

会
長
は
、「
平
成
29
年
度
に
長
沼
で
開
催

予
定
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る
よ
う
選

手
を
育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲部活動の安全を祈願をする佐沼高校ボート部の首藤卓也主将（中央）

迫

　

親
子
で
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
食
育
を
学
ぶ

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
１
月
９
日
、
東
和
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
東
和
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
わ
い
わ
い
広
場
」
で
活
動
し

て
い
る
親
子
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
お
や
き
作

り
に
挑
戦
。
か
わ
い
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
子

ど
も
た
ち
が
、
野
菜
を
洗
っ
た
り
、
生
地
を
混

ぜ
た
り
と
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
お
母
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
や
き
は
み
ん
な
で
試
食
し
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」「
家
で
も
作
ろ
う
ね
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
み
ん
な
笑
顔
で
大
満
足

の
様
子
で
し
た
。

▲親子で包丁を使って調理。手を切らないように慎重にね

東和

　

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
う
新
春
懇
談
会

が
１
月
11
日
、登
米
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー「
遠

山
之
里
」
で
開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
新
春
講
演
で
は
、

災
害
復
興
支
援
員
と
し
て
石
巻
市
の
小
学
校
に

勤
務
す
る
傍
ら
、
被
災
地
の
現
実
と
そ
こ
に
暮

ら
す
人
た
ち
の
笑
顔
を
撮
り
続
け
る
活
動
を
し

て
い
る
登
米
町
三
日
町
在
住
の
川か

わ

谷た
に

清き
よ

一か
ず
さ
ん

が
「
東
北
の
絆
を
語
る
」
と
題
し
講
演
。
川
谷

さ
ん
自
身
が
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
出

会
っ
た
人
々
の
様
子
や
出
来
事
な
ど
を
、
写
真

や
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
交
え
な
が
ら
話

し
ま
し
た
。

　

今
回
で
20
回
目
を
迎
え
る
「
室
内
楽
交
響
曲

の
世
界
〜
冬
の
調
べ
〜
」
が
12
月
９
日
、
石
ノ
森

章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
音
楽
に
親
し
む
機
会
と

楽
器
が
奏
で
る
音
色
の
素
晴
ら
し
さ
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

演
奏
会
で
は
、
東
北
大
学
交
響
楽
団
と
木
の

家
合
奏
団
（
東
北
大
学
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
）
の
皆

さ
ん
を
迎
え
、
交
響
曲
を
始
め
と
し
た
名
曲
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
庭
園
内
の
庭
木
や
小
川
を
彩
る

３
万
５
千
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
さ
れ

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
は
心
が
癒
や

さ
れ
る
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲会場には美しい音色が響き渡っていました

中田

　

子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
充
実
し
た
冬
休
み
を

送
っ
て
も
ら
お
う
と
米
山
町
子
ど
も
育
成
連
合

会
な
ど
が
主
催
す
る
「
冬
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
12
月
22
日
、
中
津
山
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
米
山
町
内
の
小
学
生
84
人
が
参
加
。

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
け
ん
玉
作
り
や
映
画
鑑
賞
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
や
フ
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
普
段
あ
ま
り
し

た
事
の
な
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
他
の
学
校
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
合
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
最
初
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
広
場
」
が
１
月
10

日
、
豊
里
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

就
学
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
み
ん
な
で
お
正
月
あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
タ
コ
の
形
を
し
た
凧た

こ
作
り
、
絵

合
わ
せ
や
コ
マ
回
し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た

羽
子
板
と
風
船
で
の
羽
根
突
き
な
ど
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ
た
凧
を
持
っ

て
元
気
に
走
り
回
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
が
持
っ

て
い
る
風
船
を
羽
子
板
で
バ
シ
バ
シ
叩
い
た
り

す
る
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
笑
い
声
や
楽
し
そ
う

な
話
し
声
が
聞
か
れ
、
に
ぎ
や
か
な
一
年
の
始

ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

▲親子でタコの形をした凧を作りました

豊里

▲撮影した写真を手に被災地の状況を説明する川谷さん

▲木製ストーンをターゲットに向けて送球するフロッカー

登米

米山
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ど
ん
と
祭
と
冬
の
花
火
を
組
み
合
わ
せ
た

「
石
越
冬
の
ま
つ
り
」
が
１
月
15
日
、
石
越
総

合
運
動
公
園
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
ど
ん
と
祭
で
は
、
来
場

者
が
持
ち
寄
っ
た
正
月
の
松
飾
り
や
し
め
縄
な

ど
に
点
火
さ
れ
、
勢
い
よ
く
燃
え
盛
る
御ご

神じ
ん

火か

を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
25
年
目
を
迎
え
る
冬
の
花
火

は
、
特
別
記
念
企
画
と
し
て
石
越
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
一
人
ず
つ
に
花
火
の
玉
皮
に
将
来

の
夢
や
希
望
を
書
い
て
も
ら
い
、「
夜
空
に
輝

く
夢
と
希
望
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
25
連
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲積み上げられた正月飾りやしめ縄に点火

石越

　

12
月
１
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で
の
38
日
間
展

開
さ
れ
た
「
年
末
年
始
に
お
け
る
地
域
安
全
運

動
」
に
合
わ
せ
て
、
登
米
警
察
署
の
協
力
の
下
、

市
津
山
地
区
防
犯
指
導
隊
に
よ
る
防
犯
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
に
は
、
町
内
四
つ
の
金
融
機
関
を

訪
問
し
、
防
犯
へ
の
強
化
・
協
力
を
依
頼
。
居

合
わ
せ
た
来
客
者
に
「
振
込
め
詐
欺
」
な
ど
に

注
意
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
、
登
米
警
察
署
か
ら
委
任

さ
れ
た
仮
設
住
宅
に
住
む
「
地
域
防
犯
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
一
緒
に
町
内
に
あ
る
南
三
陸
町
仮
設

住
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
年
末
年
始
の
防
犯
強
化

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲町内の金融機関を訪問し、防犯強化を呼び掛けました

津山

　

南
方
町
が
12
月
30
日
を
も
っ
て
、
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
達
成
し
、
こ
れ
を
記

念
し
て
１
月
７
日
、
南
方
公
民
館
で
佐
沼
警
察

署
の
内
海
裕
之
署
長
か
ら
南
方
総
合
支
所
の
千

葉
一
吉
支
所
長
へ
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
長

か
ら
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
海
署
長
は
「
１
０
０
０
日
達
成
は
、
市
を

は
じ
め
、
交
通
安
全
協
会
南
方
支
部
や
町
内
の

各
団
体
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動
の

賜
物
。
今
後
も
こ
の
記
録
を
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
贈
呈
式
後

の
無
事
故
祈
願
で
は
、
交
通
安
全
団
体
な
ど
の

代
表
60
人
が
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
に

向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲内海佐沼警察署長（左）から感謝状が手渡されました

南方

炎
に
祈
る
。

迫
町
の
小
正
月
の
風
物
詩
「
佐
沼
ど
ん
と
祭
・
裸
参
り
」
が

１
月
14
日
夜
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登
米
中
央
商
工
会
青
年
部
主
催
で
今
年
35
回
目
。

裸
参
り
に
は
、
同
青
年
部
や
市
職
員
、
市
内
企
業
、

市
内
関
係
団
体
、
高
校
生
な
ど
１
６
５
人
が
参
加
。

羽
黒
神
社
で
祈
願
祭
の
後
、
白
さ
ら
し
姿
の
一
行
が

登
米
・
南
三
陸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
ら
津
島
神
社
ま
で
の

約
５
０
０
㍍
を
厳
か
に
行
進
し
ま
し
た
。（
21
〜
23
ペ
ー
ジ
）
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斉
藤 

岳た
け

彦ひ
こ

さ
ん

（
38
歳
）

裸
参
り
に
南
三
陸
町
役
場
か
ら
参
加

　

宮
崎
県
日
向
市
役
所
か
ら
昨
年
４

月
に
南
三
陸
町
役
場
に
出
向
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
宮
崎
で
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
り

ま
せ
ん
。
今
日
も
と
て
も
寒
い
で
す

が
、
東
北
を
熱
く
す
る
気
持
ち
で
頑

張
り
ま
す
。

鹿
野 

裕ゆ
う

也や

さ
ん

（
30
歳
）

　

登
米
市
民
（
南
方
町
大
門
）
で
、

南
三
陸
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
登
米
市
役
所
か
ら
南
三
陸
町
役

場
に
出
向
し
て
い
る
職
員
に
誘
わ

れ
、
今
回
初
め
て
裸
参
り
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

田
中 

友と
も

樹き

さ
ん

（
25
歳
）

　

兵
庫
県
西
宮
市
か
ら
昨
年
10
月
に

南
三
陸
町
に
出
向
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
地
域
の
伝
統
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
の
復
興
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。　
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心
の
支
え
に
な
る
よ
う
な

助
産
師
に
な
り
た
い

　

５
歳
か
ら
森し

ん
ぷ
う
き
り
ゅ
う

風
輝
龍
太
鼓
を
続
け

て
い
る
紗
妃
さ
ん
。
毎
週
、
火
曜
日

と
金
曜
日
に
学
校
の
体
育
館
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
紗
妃
さ
ん
の
将
来
の
夢
は

助
産
師
に
な
る
こ
と
。
妹
の
琉る

か伽

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
と
き
、
担
当
の

助
産
師
さ
ん
に
「
妹
が
で
き
て
よ

か
っ
た
ね
」
と
優
し
く
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

算
数
が
苦
手
な
の
で
授
業
で
は
先

生
の
話
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
紗
妃
さ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
買
っ
て
く
れ
た
ド
リ
ル
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
助
産
師
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
か
と
の
問
い
に
「
優
し
く
て
、

お
母
さ
ん
の
心
の
支
え
に
な
れ
る
よ

う
な
助
産
師
に
な
り
た
い
」
と
、
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

93

さん（森小・5年）
（迫町平柳・律江さん方）

くん（1歳）
平成23年10月12日生まれ
南方町大門
友寛さんの長男

　寧生くんは１日１回おじ
いちゃんおばあちゃんと散
歩するのが楽しみ。最近は、
徐々に言葉がわかるように
なってきました。ドアだっ
て自分で締められます。

ちゃん（2 歳）
平成22年4月19日生まれ
中田町城内
英也さんの長女

　歌とダンスが得意な彩稀
ちゃん。保育所で覚えたお
もちゃのチャチャチャを振
り付きで歌ってくれます。
好き嫌いがなく何でもペ
ロッと食べちゃいます。

ちゃん（３歳）
平成21年12月22日生まれ
米山町中町
真人さんの長女

　いつもお絵描きをして遊
んでいる怜來ちゃん。好き
な食べものはイクラとカニ
のお寿司。最近は、遊んだ
おもちゃを自分で片付ける
ようになりました。

くん（3歳）
平成22年1月4日生まれ
登米町駅前
和樹さんの長男

　働く車が大好きな宗幸く
ん。お気に入りはブルドー
ザー。最近は、高いところ
からのジャンプにハマって
いて、ジャングルジムから
だって跳んじゃいます。

わが家のアイドル Kid’s

さん（28歳）
（津山町横山４・おとめ座）

まちの若い衆 Young man 93いつも笑顔があふれる
家庭を作りたい

　

１
６
４
㌢
で
Ａ
Ｂ

型
で
す
。　

平
成
20
年
か
ら
市
内
の
迫

リ
コ
ー
㈱
に
勤
め
、
今
年
で
５
年
目
に

な
り
ま
す
。
現
在
は
、
製
造
し
た
製
品

の
梱
包
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年

か
ら
は
地
元
の
消
防
団
に
も
所
属
し
て

お
り
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国

消
防
操
法
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

周
り
の
状
況
に
合
わ

せ
て
行
動
で
き
る
、
協
調
性
の
あ
る
タ

イ
プ
で
す
。　

地
元
の
野
球
チ
ー
ム
に

入
っ
て
い
る
の
で
、
主
に
練
習
試
合
や

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
野
球
を
続
け
て

い
る
の
で
、
や
る
の
も
見
る
の
も
好
き
。

西
武
の
フ
ァ
ン
で
す
。
テ
レ
ビ
観
戦
が
多

い
で
す
が
球
場
に
行
く
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

い
い
こ
と
は
い
い
。

悪
い
こ
と
は
悪
い
。
き
ち
ん
と
判
断
で
き

る
人
。
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ

て
い
る
人
が
い
い
で
す
ね
。

　

付
き
合
っ
て

い
る
彼
女
と
今
年
中
に
結
婚
し
た
い
で
す
。

笑
顔
の
絶
え
な
い
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た

い
で
す
ね
。
あ
と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ

と
の
な
い
と
こ
ろ
に
一
緒
に
旅
行
も
し
て

み
た
い
で
す
ね
。

●
３
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
３
月
12
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
27
作
品
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ちゃん
（中田町上沼新田・文紀さん）

くん
（中田町城内・章弘さん）

くん
（中田町加賀野一・義人さん）

くん
（東和町米谷４・唯さん）

くん
（米山町今泉・秀樹さん）

くん
（米山町相ノ山・敏徳さん）

くん
（石越町第二・怜さん）

くん
（石越町芦倉・逸人さん）

※（　　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

ちゃん
（米山町今泉・美和さん）

くん
（米山町新町・飛鳥さん）

ちゃん
（米山町新田・正美さん）

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

収
入
が
な
く
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
に
は
「
学
生
納
付

特
例
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず

年
金
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総

合
支
所
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
３

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
年

　

金
医
療
係
）

　

☎
０
２
２
０
（
58
）
２
１
６
６

　毎日頑張っている働き盛りの世代の皆さん、知ら
ず知らずのうちに疲れがたまっていませんか？
　働く人が抱える悩みは職場に関わることだけで
なく、家庭や地域、生活、経済問題などさまざま
です。問題が絡み合って追い込まれる前にストレス
をためないことや、自分の悩みを早めに専門機関
に相談しましょう。
　身の回りで悩んでいる人がいたら、まず話を聞い
てください。そして相談機関を紹介してください。

　▶県登米保健所（母子・障害班）　
　　☎ 0220（22）6118（８：３０～１７：１５）
　▶登米市市民生活部健康推進課
　　☎ 0220（58）2116（８：３０～１７：１５）
　▶県精神保健福祉センター
　　☎ 0220（23）0302（８：３０～１７：１５）

登米地区地域医療対策委員会・自殺対策専門委員会

働く人の「こころの耳メール相談」は24時間メー        
ル相談を受付しています。（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
　死 soudan@kokoronomimi.jp

くん
（石越町第八・友一さん）

迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

▼
中
田
加
賀
野
住
宅
９
号
（
中
田

町
石
森
字
加
賀
野
一
丁
目
12

番
地
３
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
４
Ｄ
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
１
０
０
円

〜
３
万
５
９
０
０
円

中
田
大
柳
住
宅
26
号
（
中
田
町

上
沼
字
大
柳
１
１
９
番
地
５
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
２
２
０
０
円

〜
１
万
８
２
０
０
円

▼
石
越
駅
前
第
二
住
宅
７
号

（
石
越
町
南
郷
字
小
谷
地
前

１
２
６
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
1
戸
（
３
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
２
１
０
０
円

〜
１
万
８
千
円

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

①
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60

歳
以
上
の
人
は
21
万
４
千
円
以

下
）。
※
収
入
基
準
の
算
出
は
、

入
居
予
定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世

帯
主
以
外
の
入
居
予
定
者
一
人
に

つ
き
38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ
月

で
割
っ
た
金
額

②
同
居
す
る
親

族
が
い
る
こ
と
（
婚
姻
予
定
も

可
）。
※
原
則
と
し
て
単
身
で
の

入
居
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
60
歳
以

上
の
人
（
た
だ
し
、
特
例
と
し
て

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳

以
上
の
人
も
可
）、
身
体
障
が
い

者
（
１
級
〜
４
級
）、
精
神
・
知

的
障
が
い
者
は
単
身
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

③

入
居
者
全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

④
現
に
市
営
住
宅
に
入

居
し
て
い
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
申
込
者
ま
た
は
同
居

予
定
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

石
越
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

２
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸
（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

①
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
人

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

③
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と

④
年
収
（
賞
与
お
よ
び
利
子

所
得
な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含

む
）
の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃

の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
。

1
台
の
み
、
別
途

２
０
０
０
円

駐
車
場
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
市
民
課

お
よ
び
建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

２
月
14
日
（
木
）

期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
３
１
６　

❶

❷

　

登
米
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計

画
は
、
市
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
方
向
付
け
る
計
画
で
、
市
で
は

今
年
度
か
ら
策
定
委
員
会
を
設
置

し
て
、
計
画
策
定
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
ご
と
に
具
体
的
な

検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
の
指

針
と
な
る
「
基
本
方
針
（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
資
料
を

公
表
し
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

登
米
市
公
共

施
設
適
正
配
置
計
画
基
本
方
針（
案
）

▼
総
務
部
総
務
課
（
市
役
所
迫
庁

舎
２
階
）
▼
各
総
合
支
所
市
民
課

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

郵
便
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
意
見
書
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
他
、
総
務

　

部
総
務
課
に
備
え
付
け
ま
す
が

　

任
意
の
様
式
で
も
受
け
付
け
ま

　

す
。（
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

　

入
し
て
く
だ
さ
い
）

２
月
１
日
（
金
）
〜
３

月
１
日
（
金
）▼

意
見
は
、
計
画
の

策
定
に
向
け
て
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
▼
個
人
が
特
定
さ

れ
な
い
形
で
意
見
の
要
旨
な
ど
を

公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▼

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
に

対
し
て
、
個
々
に
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
▼
こ
れ
ま
で
に
開
催
し

た
策
定
委
員
会
の
会
議
録
や
今

後
の
策
定
委
員
会
の
開
催
予
定

に
つ
い
て
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.tom

e.
m
iyagi.jp/shingikai/som

u/
tekiseihaichi_index.htm

l

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。総

務
部
総
務
課

（
財
産
係
）

〒
９
８
７‒

０
５
１
１　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目

６
番
地
１

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
０
９
１　

０
２
２
０
（
22
）
３
３
２
８

死

som
u-som

u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp◉空き巣の被害に遭わないために

①わずかな時間でも戸締りをしましょう。
②鍵を玄関まわりに隠すのはやめましょ
　う。泥棒が真っ先に合鍵を探す場所で
　す。
③２階以上であっても窓の施錠をきちん
　としましょう。
　不審者を見つけたらすぐに110 番また
　は最寄りの警察署へ連絡を！
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市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
後
継

者
を
確
保
す
る
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー

と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時迫公

民
館
（
視
聴
覚
室
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
（
発

声
の
基
礎
）、
無
料

独
身
で
20
歳
以
上
の

男
性
・
女
性
（
15
人
程
度
）

①
２
月
９
日
（
土
）
午

後
３
時
〜
６
時
／
②
２
月
13
日

（
水
）
午
後
１
時
〜
５
時

①
迫
公
民
館
（
視
聴
覚

室
）
／
②
迫
公
民
館
（
小
会
議

室
）・
津
山
公
民
館結

婚
全
般
に
関

す
る
相
談
、
無
料

市
内
に
居
住
し
、
結

婚
を
希
望
す
る
本
人
ま
た
は
家
族

（
①
３
人
程
度
／
②
各
会
場
４
人

程
度
）

電
話
、
電
子
メ
ー
ル

開
催
日
の
２
日
前

ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

登
米
事
業
所

登米図書館／☎0220（52）2316

水のかたち
宮本　輝／著

偶然の出会いを契機に、
50歳の志乃子は新たな
人生の道しるべを見つけ
る。

ペネロペおねえさ
んになる
アン・グットマン／著

もうすぐペネロペは、お
ねえさん。生まれてくる
のは弟かな妹かな。

あいうえおのえほん
内田　麟太郎／著

「あまがえるあめよりあ
めのあまやどり」楽し
く「あいうえお」を覚
えましょう。

どっちがへん？ス
ペシャル
岩井　俊雄／著

ふたごのきょうだいが
絵を書きました。あれ
れ？似ているけれど、
どこか変だぞ。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

登
米
市
出
身
の
高
校

卒
業
者
（
卒
業
予
定
者
）
で
仙
台

方
面
の
大
学
・
専
門
学
校
に
通
学

ま
た
は
通
学
す
る
予
定
の
学
生

９
人
（
男
性
６
人
・

女
性
３
人
）
▼
部
屋
割
に
つ
い
て

は
く
じ
引
き
に
よ
り
決
め
ま
す
の

で
部
屋
の
指
定
応
募
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
応
募
人
数
に
よ
っ
て
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▼
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
▼
入
寮
日
は
３
月
末
〜
４
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
寮
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
ま
で
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
教

【相談日時】２月26日（火）
　① 9：30～②11：00～③13：30～④15：00～
【場所】県東部保健福祉事務所登米地域事務所（登米
　保健所）
【相談担当】障害者就業・生活支援センター「ゆい」
【申し込み・問い合わせ】　

▼障害者就業・生活支援センター「ゆい」　
　☎ 0220 (21) 1011

▼福祉事務所生活福祉課 ( 障害福祉係）　
　☎ 0220 (58) 5552
※職業のあっせんではありませんのでご注意願います。

◉多重債務無料法律相談
【日時】２月８日（金）、22日（金）
　午後１時15分～４時15分
【場所】迫にぎわいセンター
【担当】８日：佐竹孝行（司法書士）
　22日：菅野高雄（弁護士）
※事前に電話で予約してください。
　☎ ０２２０（３４）２３０８
◉多重債務１１０番
【日時】２月12日（火）、25日（月）
　午前８時 30 分～午後５時15分
　２月17日（日）
　午前９時～午後５時15分
【場所】市役所中田庁舎２階（産業経
　済部商工観光課内）
【相談料】無料
【相談専用電話】
　☎ ０２２０（３４）２３０８
【問い合わせ】産業経済部商工観光
　課（商工業振興係）
　☎ ０２２０（３４）２７３４

　市税、税外４債権（住宅使用料・保
育料・幼稚園授業料・給食費）に関す
る納付相談に応じます。
【日時】２月28日 （木）午後8時まで
【場所】総務部収納対策課（市役所迫
　庁舎１階）
【問い合わせ】総務部収納対策課 (徴
　収対策係 )
　☎ 0220 (22) 2169

❶
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー

❷
結
婚
相
談
会

共
通
事
項

　

市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
市
が

差
し
押
さ
え
た
動
産
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
（
せ
り
売
り
）
で
売

却
し
ま
す
。 

せ
り
売
り

 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

が
提
供
す
る
公
売
に
関
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
上

この君なくば
葉室　麟／著

幕末の動乱期を舞台に、
己の思いに忠実に生き
た男女の志を描きます。

子育てハッピーアド
バイス　ようこそ　
初孫の巻
明橋　大二／著

孫が幸せに育つために、
大切な子育ての基本や
愛情のかけ方をアドバ
イスします。

　

３
月
か
ら
活
動
を
開
始
す
る

「
登
米
市
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
、
活
動
内
容

の
説
明
や
簡
単
な
古
文
書
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で

き
な
い
方
や
迷
っ
て
い
る
方
で

も
、
古
文
書
に
興
味
が
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

２
月
20
日
（
水
）、
24
日

（
日
）、
午
後
２
時
〜
４
時　

歴
史
博
物
館
（
研
修
室
）

無
料

歴
史
博
物
館　

☎
０
２
２
０
（
21
）
５
４
１
１

　

市
で
は
９
月
に
、
市
の
仕
事
の

担
当
窓
口
や
、
各
種
制
度
内
容
な

ど
を
掲
載
し
た
「
く
ら
し
の
便
利

帳
」
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
電
話
帳
（
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆

ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
）
と
合
冊
し
た
か

た
ち
で
発
行
し
ま
す
。
こ
の
便
利

帳
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
と

の
共
同
事
業
と
し
て
発
行
し
、
発

行
経
費
は
広
告
収
入
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
ま
す
。

　

５
月
中
旬
ま
で
の
期
間
に
「
く

ら
し
の
便
利
帳
」
へ
の
有
料
広
告

掲
載
の
ご
提
案
と
ご
案
内
を
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
の
担
当
者

が
市
内
の
商
店
・
事
業
所
へ
電
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課
（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
４
７

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
東
北
営

業
本
部

☎
０
１
２
０

‒

１
３
０
２
０
８　

（
通
話
料
無
料
、
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
）　

☎
０
８
０
（
３
１
９
３
）
２
２
６
６

死tom
ekonkatsu@

yahoo.co.jp

企
画
部
市
民
活
動

支
援
課
（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０
（
22
）
２
１
７
３

　市では、平成 24 年度の予算
の執行状況および普通建設事業・
災害復旧事業（工事請負費）の
進捗状況をホームページで公表
していますので、ご覧ください。
【問い合わせ】企画部財政課
　☎ 0220（22）2159

育
総
務
課
お
よ
び
各
地
区
教
育
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
教
育
委
員
会
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

２
月
28
日
（
木
）

必
着

仙
台
市
青
葉
区

堤
町
一
丁
目
５‒

26

施
設
設
備
▼
ホ
ー
ル
、
浴
室
２

カ
所
（
男
女
別
）、
洗
面
所
２
カ

所
、
各
階
共
同
ト
イ
レ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
可
。
現
在
は
学
寮

施
設
の
他
、
登
米
市
物
産
館
と
の

複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
構
成
▼
１
階
４
室
（
１
人

部
屋
）、
２
階
６
室
（
１
人
部
屋

４
室
・
２
人
部
屋
２
室
）、
管
理

人
室
（
１
人
常
駐
）

※
築
31
年
の
施
設
で
す
。
施
設
見

学
が
可
能
で
す
の
で
、
教
育
総
務

課
ま
た
は
仙
台
学
寮
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
事
前
に
見
学
の
上
、

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
学
寮
使
用
料

１
万
５
４
０
０
円
（
月
額
）
▼
学

寮
管
理
費
負
担
金
（
光
熱
水
費
）

７
千
円
（
月
額
）

※
食
費
な
ど
は
別
途
負
担
に
な
り

　

ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
2
6
7
0

▼
登
米
市
立
仙
台
学
寮

☎
０
２
２
（
２
３
３
）
３
６
０
９

  http://koubai.auctio
ns.yahoo.co.jp 

２
月
13
日
（
水
）

か
ら
各
総
合
支
所
の
掲
示
板
に
公

示
し
ま
す
。

 

２
月
13
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲

覧
可
能

 

２
月
13
日

（
水
）午
後
１
時
〜
２
月
26
日（
火
）

午
後
11
時

 

３
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
月
７
日
（
木
）
午

後
11
時

 

総
務
部
収
納
対

策
課
（
徴
収
対
策
係
）　

☎ 

０
２
２
０
（
22
）
２
１
６
９
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　　

年
金
の
申
請
手
続
き
、
支
払
内

容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

2
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
30
分市

役
所
迫
庁
舎
１
階
（
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９
（
23
）
１
２
０
４

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

◉

　日時／２月１日（金）～２８日（木）
　10：00～17：00（最終日は
　正午まで）
　会場／レストラン
　入場料／無料
◉第４５回
　仙北地区ピアノコンクール
　日時／２月１１日（祝）
　9：20～
　会場／大・小ホール
　入場料／無料
◉
　ふれあいひろば
　日時／２月１６日（土）
　10：00～
　会場／小ホール
　入場料／一家族 300 円
※毎週月曜日は休館日です。月曜日が祝日
　の場合はその翌日が休館日になります。
※イベントは主催者の都合により変更や中
　止になる場合があります。
【問い合わせ】登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

（平成24年 12月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,467 10,436 11,210 21,646

登米 1,836 2,502 2,765 5,267

東和 2,480 3,508 3,685 7,193

中田 4,809 7,828 8,276 16,104

豊里 2,080 3,369 3,500 6,869

米山 2,849 4,900 5,111 10,011

石越 1,609 2,641 2,752 5,393

南方 2,582 4,294 4,615 8,909

津山 1,226 1,789 1,932 3,721

合計 26,938 41,267 43,846 85,113

※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台
帳制度の対象になったため、上記人口・世帯数
に含まれています。

（平成24年12月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H24 H23 増減数

人身事故
発生件数 325件 310件 15件

死者数 3件 4件 ▲ 1件

負傷者数 397件 418件 ▲ 21件

物損事故
発生件数 1,942件 1,741件 201件

冬道における滑走事故が散見されました。
飲酒運転による事故が散見されます。飲酒したら
　車に乗るのは絶対にやめましょう。

休日・夜間診療案内は下記の番
号で24時間対応しています。
　☎ 0229 (24) 2267
◉２月の休日急患当番医・歯
科休日当番医は「広報とめ」
1月21日号に掲載しています。

　

平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
期
限
は
、
３
月
15

日
（
金
）
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

２月９日（土）《２月初
　午の日》午前 10 時 30 分～

登米市東和町米川市街
　地・ 大慈寺山門広場（催事会場）

　東和総合支所市民課
　☎ 0220（53）4111

所
得
税
の
申
告
書
を
作
成
し
、
作

成
し
た
デ
ー
タ
を
ｅ

‒

Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
送
信
で
き
ま
す
。

①
最
高
３
千
円
の
税
額
控
除
（
一

　

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略
（
提
出

　

省
略
し
た
書
類
の
保
存
が
必
要

　

で
す
）

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
３

　

週
間
程
度
に
短
縮
し
ま
す
）

④
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
中
は
24

時
間
い
つ
で
も
利

用
可
能
（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
時
間
を
除

き
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

３
月
２
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
開
演
、
３
日
（
日
）
午

後
２
時
開
演

※
両
日
と
も
開
演
30
分
前
に
「
森

　

邑
お
い
と
こ
踊
り
」
を
披
露
。

　

劇
中
で
は
「
大
網
お
い
と
こ
踊

　

り
」
を
披
露
。

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー
ル
）

全
席
自
由
１
０
０
０

円
、小
中
高
生
５
０
０
円（
前
売
り
）

登
米
祝
祭
劇
場

▲

国民健康保険税▲

介護保険料▲

後期高齢者医療保険料

第9期
第9期
第8期

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

…………
………………

…

☎
０
２
２
０
（
22
）
０
１
１
１

　

切
り
絵
作
家
、
千
葉
英
雄
さ
ん

の
多
彩
な
色
使
い
と
繊
細
な
切
り

絵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
１
日
（
金
）
〜
28

日
（
木
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

高
倉
勝
子
美
術
館

大
人
２
０
０
円
、
高
校

生
１
５
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０

円
（
20
人
以
上
団
体
割
引
あ
り
）

高
倉
勝
子
美
術

館☎
０
２
２
０
（
52
）
２
７
５
５

２
月
21
日
（
木
）
〜
25

日
（
月
）イ

オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
（
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
）

児
童
生
徒
の
作
品
展
示

※
２
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
か

　

ら
３
時
ま
で
、
高
等
部
３
年
生

　

を
中
心
に
作
業
作
品
の
販
売
を

　

行
い
ま
す
。

県
立
迫
支
援
学
校

☎
０
２
２
０
（
22
）
９
４
８
４

　
「
天
候
に
負
け
な
い
野
菜
作

り
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

生
産
農
家
、
直
売
所
、
家
庭
菜

園
の
皆
さ
ま
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
月
13
日
（
水
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
頃

中
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

無
料

※
た
だ
し
昼
食
（
５
０
０
円
）
希

　

望
の
場
合
は
２
月
10
日
ま
で
左

　

記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
米
市
春
の
農

産
物
栽
培
講
習
会
事
務
局
＝
㈲
高

信
種
苗
店
（
担
当
・
松
本
）

☎
０
２
２
０
（
34
）
２
７
０
２

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
６
時

２
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時                         

迫
公
民
館
・
迫
体
育
館

芸
能
発
表
（
各
町
内

　

会
の
歌
・
舞
踊
な
ど
）                

作
品
展
示
（
幼
稚
園
、
児
童

　

館
、
小
中
学
生
、
公
民
館
利
用

　

の
サ
ー
ク
ル
団
体
の
展
示
作
品
）

餅
つ
き
体
験
（
希
望
す
れ
ば
体

　

験
が
で
き
ま
す
）　　
　
　
　

工
作
体
験
（
誰
で
も
参
加
で
き

　

る
紙
ヒ
コ
ー
キ
作
り
）

軽
食
（
は
っ
と
汁
、
つ
き
た
て

　

餅
を
限
定
５
０
０
食
無
料
提
供
）

抽
選
会

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
迫
公
民
館

☎
０
２
２
０
（
22
）
７
３
２
４

２
月
28
日
（
木
）

＝
午
前
10
時
〜
11
時

（
定
員
20
人
）
▼

＝
午

前
11
時
〜
午
後
４
時
（
定
員
８
団

体
）

※
事
前
予
約
が
必
要
。
先
着
順

迫
公
民
館

助
成
金
申
請
や
組
織
運

営
に
関
す
る
相
談
な
ど

無
料

登
米
市
、
大
崎
市
、
栗

原
市
、
気
仙
沼
市
を
中
心
と
し
た
県

内
の
Ｎ
Ｐ
О
法
人
な
ど
の
関
係
者

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

杜
の
伝

言
板
ゆ
る
る

☎
０
２
２
（
７
９
１
）
９
３
２
３

０
２
２
（
７
９
１
）
９
３
２
７

２
月
12
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午
▼
２
月
15
日

（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

２
月
19
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午
▼
２
月
22
日

（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
О
法
人
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ

ト
・
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０
（
21
）
５
２
６
２

※平成24年1月からの延べ件数
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ロ
ボ
コ
ン
２
０
１
２
で
日
本
一

一
関
高
専
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

迫町立戸

及川　亮
おいかわ りょう

平成４年生まれ　血液型／Ｏ型

　昨年１１月２５日に東京の両国国技館で開
催された「全国高等専門学校ロボットコンテ
スト（ロボコン）2012」。全国の予選を勝
ち抜いた２５校が出場しました。同大会で
優勝した一関工業高等専門学校（岩手県）
Ｂチームのチームリーダーを務めたのが同校
５年の及川亮さんです。及川さんは１年生の
ときからロボコンに携わり、全国大会４度目
の挑戦で念願の優勝を果たしました。４月
からは大和町の企業に就職が決まっている
及川さん。「ロボコンを通じて、自分から進
んで行動することの大切さを学びました。
目標に対して積極的に努力できるようにな
りました」と目を輝かせていました。

優勝した一関高専のメンバー（右が及川さん）と、及川さ
んらが制作したロボットの「椀子 (わんこ )兄弟」

▲

１
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
登
米
市

成
人
式
。
会
場
入
口
で
友
人
に
手
を

振
る
新
成
人
の
女
性
。
晴
れ
の
日
に

美
し
い
着
物
と
髪
飾
り
、
そ
し
て
何

よ
り
、
笑
顔
が
華
や
か
で
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
成
人
式
の
取
材
。
実
は
愚
息
も
新
成
人

と
し
て
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
成
人
式
は

本
人
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
で
す
が
、

親
に
と
っ
て
も
一
つ
の
区
切
り
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
思
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
の

20
年
。
成
長
を
喜
ぶ
気
持
ち
と
同
時
に
、

一
抹
の
寂
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。（
遠
藤
）

▼
凍
結
し
た
道
路
に
び
く
び
く
し
な
が
ら

運
転
す
る
日
々
。
何
年
経
っ
て
も
慣
れ
ま

せ
ん
。
運
転
を
仕
事
と
し
て
い
る
方
々
は

す
ご
い
な
と
感
心
す
る
と
同
時
に
感
謝
の

気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
相
手
に
も
や
さ
し
い
運
転

を
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
宮
内
）

▼
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
分
も
十
数
年
前
、着
慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
姿

で
成
人
式
に
出
席
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。成
人
式
は
一つ
の
区
切
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
社
会
の一
員
と
し
て
い
ろ
ん
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。（
伊
東
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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